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者
の
激
増
に
よ
り
田
上
教
授
の
行
政
法
総
論
が
七
十
二
か
ら
百
六
、
同
各
論
四
十
七

か
ら
六
十
そ
の
他
刑
法
、
親
族
相
続
法
、
経
済
法
、
日
本
法
制
史
の
増
加
に
よ
つ

て
昨
年
に
比
し
て
約
二
百
の
増
加
と
な
つ
て
ゐ
る
。
三
部
の
割
合
は
第
二
部
が
優

勢
で
第
三
部
は
第
一
部
へ
の
接
近
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
の
が
見
ら
れ
る
。

本
年
度
の
ト
ツ
プ
は
山
田
教
授
の
経
済
学
史
二
百
三
十
七
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
昨

年
ま
で
高
島
教
授
と
の
並
行
講
義
が
中
止
と
な
つ
た
、
め
で
あ
ら
う
、
そ
れ
に
次

い
で
は
佐
藤
教
授
経
済
地
理
の
依
然
と
し
て
二
百
三
十
一
と
出
て
ゐ
る
の
は
こ
れ

だ
け
は
優
を
ね
ら
ふ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
、
増
加
数
の
曇
目
同
は
板
壇
助
教
授
植
民
政

策
の
八
十
四
か
ら
二
百
四
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
見
れ
ぱ
百
以
上
の
も
の
は
監
査
百
十
六
、
原
価
計
算
百
三
十
六
、
工

業
経
営
百
十
七
、
外
国
為
替
二
百
十
一
、
貨
弊
論
百
六
十
七
、
経
済
学
史
二
百
三

十
七
、
統
制
経
済
論
百
九
十
、
日
本
経
済
史
百
十
三
、
東
亜
経
済
論
百
二
十
六
、
社

会
政
策
百
六
十
六
、
商
業
政
策
百
九
十
五
、
植
民
政
策
二
百
四
、
社
会
学
百
五
十
、

行
政
法
百
六
、
経
済
地
理
二
百
三
十
一
、
戦
時
経
済
論
（
国
防
経
済
論
）
百
八
、

戦
時
経
済
論
（
資
源
論
）
百
十
四
、
機
械
工
業
百
三
十
八

十
名
以
下
の
も
の
は
あ
ま
り
な
く
国
際
私
法
九
、
西
洋
法
制
史
八
、
火
災
保
険
五
、

社
会
保
険
九
、
経
済
統
計
六
、
強
制
執
行
法
及
破
産
法
八
、
仏
語
第
二
の
六
、
支

那
語
第
二
の
一
、
露
語
九
の
九
課
目
と
な
つ
て
居
り
年
年
特
定
課
日
へ
の
集
中
が

な
く
な
り
分
散
の
傾
向
が
生
じ
て
来
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
諸
課
目
は
十
名
か
ら
百
名
で
昨
年
に
比
し
て
も
大
し
て
増
減
は
な
い
様

だ
が
そ
の
詳
細
は
左
の
通
り

配
給
論
六
十
（
市
場
組
織
百
八
）
倉
庫
十
三
、
取
引
所
七
十
四
、
海
上
保
険
七
十

七
（
激
増
）
鉄
道
五
十
、
商
品
（
繊
維
）
四
十
五
、
景
気
変
動
論
九
十
一
（
山
口

教
授
百
四
十
八
）
臼
本
経
済
論
（
新
設
）
三
十
八
、
工
業
政
策
七
十
二
、
国
際
公

法
（
平
時
）
四
十
六
、
国
際
公
法
（
戦
時
）
四
十
八
、
行
政
法
六
十
（
激
増
）
刑

法
七
十
九
（
激
増
）
民
法
（
債
権
各
論
）
十
七
、
親
族
相
続
法
六
十
（
激
増
）
海

商
法
（
減
少
）
外
交
史
十
七
、
経
済
法
三
十
二
（
増
加
）
法
律
思
想
七
十
一
（
増

加
）
日
本
法
制
史
九
十
三
（
激
増
）
計
理
特
殊
問
題
十
八
（
昨
年
度
太
田
教
醤
二

十
四
）
国
家
会
計
十
六
、
戦
時
貿
易
政
策
（
新
設
）
十
七
、
最
近
政
治
経
済
史
（
新

設
）
二
十
六
、
民
法
特
殊
問
題
（
新
設
）
十
四
、
政
治
学
（
新
設
）
十
六
、
哲
学

五
十
七
、
文
明
史
（
支
那
）
五
十
九
、
文
明
史
（
西
洋
）
七
十
、
高
等
数
学
十
九
、

自
然
科
学
三
十
一
、
化
学
工
業
（
新
設
）
五
十
六
、
教
育
史
（
新
設
）
二
十
六
、

西
洋
倫
理
学
（
新
設
）
三
十
、
独
乙
経
済
史
（
新
設
）
四
十
四
、
英
文
学
七
十
一
二
、

英
語
第
一
講
義
三
十
五
（
激
増
）
独
語
第
二
講
義
十
四
、
支
那
語
第
一
講
義
十
二
、

尚
特
殊
問
題
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
次
の
如
し

計
理
特
殊
問
題
（
岩
田
助
教
授
五
、
松
本
講
師
四
）
経
済
特
殊
問
題
（
古
川
助
教

授
八
）
経
済
学
特
殊
問
題
一
中
山
教
授
五
、
杉
本
教
授
十
）
法
律
特
殊
問
題
一
大

平
助
教
授
五
）
文
化
特
殊
問
題
（
内
藤
教
授
、
山
田
九
朗
講
師
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
三
四
号
（
昭
和
十
六
年
九
月
二
十
五
日
）

5
国
防
要
員
の
充
足
に

　
在
学
六
ケ
月
短
縮

　
本
年
度
は
十
二
月
卒
業

国
際
情
勢
の
緊
迫
化
と
共
に
国
内
諸
般
の
事
項
は
益
々
臨
戦
態
勢
を
整
傭
強
化
さ

れ
つ
、
あ
る
が
之
に
呼
応
し
て
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校
、
大
学
予
科
の
在
学
又

は
修
学
年
限
を
臨
時
措
置
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
六
ケ
月
以
内
短
縮
し
得
る
こ
と
と
し
、

国
民
皆
労
の
一
翼
に
或
ひ
は
国
防
直
接
の
要
員
充
足
に
学
生
の
非
常
態
勢
は
一
段
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と
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
で
は

二
）
大
学
学
部
等
の
在
学
年
限
ま
た
は
修
業
年
限
の
臨
時
短
縮
に
関
す
る
勅
令
案

（
二
）
昭
和
十
四
年
法
律
第
一
号
兵
役
法
中
改
正
法
律
改
正
に
関
す
る
勅
令
案

の
二
件
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
、
去
る
十
六
日
発
表
し
た
、
し
か
し
て
差
し
当
り
本
年

度
は
大
学
学
部
、
高
等
専
門
学
校
（
高
校
大
学
予
科
を
含
ま
ず
）
は
明
春
三
月
卒

業
予
定
の
も
の
は
本
年
十
二
月
を
も
つ
て
卒
業
せ
し
め
、
右
の
学
生
生
徒
の
徴
兵

検
査
は
十
二
月
に
行
ふ
、
明
年
度
は
大
学
学
部
、
高
等
専
門
学
校
、
高
校
大
学
予

科
等
一
斉
に
在
学
又
は
修
学
年
限
最
大
限
度
の
六
ケ
月
短
縮
し
て
十
七
年
九
月
末

卒
業
に
繰
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
去
る
二
十
二
日
文
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
、

な
ほ
来
年
度
の
徴
兵
検
査
規
定
、
入
試
等
に
つ
い
て
近
く
発
表
さ
れ
る
筈
、
か
く
て

大
学
、
専
門
学
校
、
高
校
予
科
は
本
年
度
か
ら
更
に
明
年
度
と
全
面
的
に
超
非
常

時
態
勢
へ
と
進
む
こ
と
に
な
つ
た
が
、
半
年
間
に
達
成
す
べ
き
最
高
学
年
教
育
は

文
部
省
当
局
で
も
慎
重
に
取
扱
つ
て
居
り
、
本
学
で
も
之
が
た
め
「
短
縮
」
の
国

家
的
要
請
に
十
分
応
へ
る
と
共
に
教
育
に
お
い
て
も
万
遺
漏
な
き
様
種
々
方
策
を

考
究
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
…
二
六
号
（
昭
和
十
六
年
十
月
二
十
五
日
）

6
近
付
く
”
十
二
月
卒
業
”

　
一
死
報
国
の
決
意
固
む

　
卒
業
、
就
職
す
ぐ
に
入
営

防
の
第
一
線
に
残
る
者
は
産
業
充
足
の
戦
士
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
部
署
に
於

て
、
未
曽
有
の
国
難
に
直
面
せ
る
祖
国
の
為
に
今
や
一
死
報
国
の
決
意
を
固
め
た
。

先
に
本
学
の
先
輩
来
栖
大
使
が
駐
米
野
村
大
使
と
共
に
日
米
問
の
交
渉
の
た
め
急

派
せ
ら
れ
た
が
、
不
幸
に
し
て
日
米
会
談
の
成
行
は
好
ま
し
か
ら
ず
、
遂
に
帝
国

と
米
英
両
国
と
は
去
る
八
日
戦
争
状
態
に
入
り
、
全
学
園
を
あ
げ
て
極
度
の
緊
張

を
示
し
て
ゐ
る
が
、
就
中
新
卒
業
生
は
卒
業
後
、
就
職
す
る
や
否
や
す
ぐ
入
営
す

る
の
で
あ
つ
て
、
今
回
の
卒
業
式
は
未
曽
有
の
重
大
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

画
期
的
意
味
を
持
つ
”
十
二
月
卒
業
式
。
は
来
る
二
十
七
日
に
行
は
れ
、
学
部
、

専
門
部
学
生
合
計
約
七
百
名
が
、
巣
立
つ
事
に
な
る
が
、
之
が
垣
例
の
如
水
会
館

の
”
新
卒
業
生
諸
君
招
待
晩
餐
会
・
は
本
る
十
八
日
（
木
）
午
後
六
時
か
ら
行
は

れ
る
予
定
で
あ
る
。

然
し
て
去
る
八
日
ま
で
に
新
卒
業
生
の
徴
兵
検
査
は
全
部
完
了
し
た
の
で
あ
る
が

本
学
学
生
の
多
い
中
野
区
役
所
の
徴
兵
検
査
を
訪
へ
ば
国
難
に
殉
ず
る
雄
々
し
い

覚
悟
が
受
検
す
る
学
生
の
眉
宇
に
み
な
ぎ
つ
て
ゐ
る
、
か
く
て
未
曽
有
の
非
常
時

に
直
面
し
、
約
七
百
の
卒
業
生
は
一
死
報
国
の
決
意
を
固
め
国
立
の
学
園
を
後
に

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
三
九
号
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
日
）

173

日
・
米
英
遂
に
開
戦
し
、
世
界
を
あ
げ
て
の
大
動
乱
の
中
に
先
に
発
表
さ
れ
た
卒

業
三
ヶ
月
短
縮
に
よ
る
新
卒
業
生
の
十
二
月
の
卒
業
式
は
余
す
処
、
あ
と
二
十
日

内
外
に
迫
り
、
学
園
緊
張
の
決
戦
態
勢
下
に
そ
の
大
部
分
は
直
接
兵
員
と
し
て
国




